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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  良好な特性を有する小型軽量で、安価な有機
ＥＬ表示装置を提供する。
【解決手段】  第１の電極層３２と、前記第１の電極層
３２上に発光層を有する有機ＥＬ膜３５及び第２の電極
層３７とを順次形成した有機ＥＬ表示装置において、樹
脂基板３１と、前記樹脂基板３１上に前記第１の電極層
３２と、前記有機ＥＬ層３５と、透明な前記第２の電極
層３７と、透明な樹脂層３８とを順次積層して形成した
有機ＥＬ表示部４３を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】第１の電極層と、前記第１の電極層上に発
光層を有する有機ＥＬ膜及び第２の電極層とを順次形成
した有機ＥＬ表示装置において、樹脂基板と、前記樹脂
基板上に前記第１の電極層と、前記有機ＥＬ層と、透明
な前記第２の電極層と、透明な樹脂層とを順次積層して
形成した有機ＥＬ表示部を有することを特徴とする有機
ＥＬ表示装置。
【請求項２】前記樹脂基板の上面に、前記第１及び第２
の電極層と接続する配線パターンを形成して、プリント
基板として構成したことを特徴とする請求項１記載の有
機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ表示装置
に係り、特に、小型軽量化に好適な有機ＥＬ表示装置に
関するものである。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、発光材料として有機材
料を用いた電荷注入再結合型のＥＬ素子であり、広視野
角を有する高輝度自発光を低消費電力の低電圧駆動によ
り得られることより、携帯端末機器の表示パネル等への
応用が検討されている。
【０００３】図５は、従来例の有機ＥＬ表示部の構成図
である。有機ＥＬ素子を用いた有機ＥＬ表示部１０は、
透明なガラス基板１上に、インジウム－スズ酸化物（以
下、ＩＴＯ膜ともいう）などの透明電極からなる陽極２
と、アリールジアミン等の芳香族３級アミンからなる正
孔輸送層３と、有機金属錯体からなる発光層４及び電子
輸送層５とを順次積層し，さらにその上にアルミニウム
等からなる陰極６を形成して構成されており、陽極２と
陰極６間に直流電圧を印可すると、陽極２から正孔輸送
層３を通して発光層４に注入された正孔と、陰極２から
電子輸送層５を通して発光層４に注入された電子が、結
合して光７が放射される。
【０００４】ここで、正孔輸送層３、発光層４及び電子
輸送層５で、有機ＥＬ層８が構成され、有機ＥＬ層８と
陽極２（ＩＴＯ膜）は、略同じ膜厚を有する。これを応
用したマトリクス方式有機ＥＬ表示部がある。図６は、
従来例のマトリクス方式有機ＥＬ表示部の構成図であ
る。マトリクス方式有機ＥＬ表示部２０は、ガラス基板
１１上と、この上にストライプ上に形成された透明電極
からなる陽極１２と、有機ＥＬ物質からなる発光層１４
と、陽極１２とは直交してストライプ状に形成された陰
極１６とから形成されており、陽極１２と陰極１６の交
差部の発光層１４を画素としてマトリクス状に発光させ
て２次元表示が可能である。
【０００５】これをくみこんだ有機ＥＬ表示装置があ
る。図７は、従来例の有機ＥＬ表示装置を示す構成図で
ある。この有機ＥＬ表示装置１１０は、例えば、携帯端
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末装置であり、表示部となるガラス基板１１を上面とし
たマトリクス方式有機ＥＬ表示部２０は、スペサー２１
を介してマザーボード５０に、固定金具４２により、固
定されている。さらに、有機ＥＬ表示部２０には、図示
しない、表示部のマトリクスに接続するＸ，Ｙアドレス
回路と、それを制御する制御回路などが形成されてい
る。
【０００６】マザーボード５０には、マトリクス方式有
機ＥＬ表示部２０に表示するデータや、表示に関するデ
ータを与える制御回路がくみこまれており、これらは、
有機ＥＬ表示部２０上（ガラス基板側）に形成されてい
る配線パターンと、コネクタ４１を通して電気的に接続
されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところで、有機ＥＬ素
子（有機ＥＬ表示部である）を構成する有機物質は、水
蒸気、酸素、あるいは腐食性ガスなどさらされると、容
易に変質し、発光特性が劣化する。このため、有機ＥＬ
パネルは、透明で表面からの放出ガスが少ないガラス基
板上に形成されると同時に、ガラス等の硬質材料によっ
て、全体を封止保持されている。
【０００８】しかし、ガラス基板と有機ＥＬ素子は、互
いに異なる熱膨張係数を有しており、使用環境における
温度変化により、応力が発生し有機ＥＬ素子の特性変化
を引き起こすことがあった。
【０００９】また、ガラス基板及び封止材料の重量も相
当なものであり、有機ＥＬ表示部の厚さもガラス基板の
数倍程度必要となり、有機ＥＬ表示部をモジュールに安
定に固定するのには、固定金具が必要であった。さら
に、硬質材料で封止するためその構造が複雑なものとな
り、製造も容易ではなかった。
【００１０】また、高解像度で画像を表示するために
は、有機ＥＬ表示部の画素を増加させるが、これに対応
して増加する配線をモジュールの配線と画素の配線とを
接続するには、大きなコネクタを必要とし、小型軽量化
が困難であった。
【００１１】また、ＩＴＯ膜上に有機ＥＬ層が形成され
るが、これらは略同じ膜厚を有するため、ＩＴＯ膜の段
差で、有機ＥＬ層の膜切れが起きやすく、特性劣化及び
歩留まりの低下を招いていた。
【００１２】そこで本発明は、上記課題を解決し、有機
ＥＬ表示装置において、良好な特性を有する小型軽量
で、安価な有機ＥＬ表示装置を提供することを目的とす
る。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
の手段として、第１の発明は、第１の電極層と、前記第
１の電極層上に発光層を有する有機ＥＬ膜及び第２の電
極層とを順次形成した有機ＥＬ表示装置において、樹脂
基板と、前記樹脂基板上に前記第１の電極層と、前記有
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機ＥＬ層と、透明な前記第２の電極層と、透明な樹脂層
とを順次積層して形成した有機ＥＬ表示部を有すること
を特徴とする有機ＥＬ表示装置である。
【００１４】また、第２の発明は、第１の発明におい
て、前記樹脂基板の上面に、前記第１及び第２の電極層
と接続する配線パターンを形成して、プリント基板とし
て構成したことを特徴とする有機ＥＬ表示装置である。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につ
き、好ましい実施例により、図面を参照して説明する。
まず、有機ＥＬ表示装置の一実施例における有機ＥＬ素
子（以下、有機ＥＬ表示部ともいう）について説明す
る。
【００１６】図４は、本発明に係る有機ＥＬ素子を製造
するための工程図である。まず、図４の（ａ）におい
て、基板３１としては、プリント基板に用いる大きさ５
０ｍｍ×５０ｍｍの銅張積層板を用いる。基板３１の材
質としては、周知の種々の樹脂がある。次に、例えば１
０μｍ厚さの銅箔上にフォトレジストなどをスピンコー
ト法により２０～５０μｍの厚さに塗布する。あるいは
レジストフィルムをホットプレス等により貼り付けても
よい。
【００１７】その後、フォトマスクを用いて形成すべき
配線パターンを露光し、現像後、塩化第２鉄などのエッ
チング液で、銅箔の不要部分をエッチング除去して、銅
配線３２を形成する。この時、ライン・アンド・スペー
ス（Ｌ＆Ｓ）のパターン幅は例えば２０μｍとすると、
単純マトリクス方式パネルの画素ドット数は、１２７０
となる。
【００１８】次に、図４の（ｂ）において、銅電極３２
の形成された基板３１に、耐湿性の２液性エポキシ樹脂
３３をスクリーン印刷法により塗布し、１２０～１５０
℃で約３０分熱処理して樹脂を硬化乾燥する。その後、
基板３１を樹脂３３側が研磨面となるように、研磨用定
盤にワックスにより張付け、研磨する。
【００１９】研磨は、最初は＃８００番のエメリーペー
パーで１０分、次ぎに＃１２００番のエメリーペーパー
で５分、さらに３μｍのダイヤ砥粒を用いて錫研磨定盤
上で約５分、続いて１μｍのダイヤ砥粒で５分行われ
る。最後に１μｍのアルミナ砥流でバフ研磨して、十分
洗浄乾燥後、銅電極３２の間に銅電極３３と同じ高さに
埋め込まれた鏡面を有する樹脂３３を得る。なお、２液
性エポキシ樹脂は、エポキシ樹脂４０～７０ｗｔ％、タ
ルク１０～５０ｗｔ％、残余アミン化合物から構成され
ている。
【００２０】次に、図４の（ｃ）において、例えばＳＵ
Ｓ４３０のメタルマスクにより樹脂３３部をマスクした
基板３１上に、真空蒸着装置により、７００オングスト
ローム厚さのＡｌ層３４を形成する。このときの、真空
度は、１０-4Ｐａ以下が好ましい。この結果、Ａｌ層３
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４は、銅配線３２上に配置され、陰極となる。ここで、
仕事関数の低い金属層として、Ａｌ層以外にＭｇ－Ａｇ
層を形成しても良いし、あるいは、Ａｌ層形成後に数１
０オングストロームの厚さのＬｉＦ層を形成しても良
い。
【００２１】次に、図４の（ｄ）において、有機ＥＬ層
３５を真空蒸着装置により全面に形成する。有機ＥＬ層
３５は、電子輸送層、発光層及び正孔輸送層から構成さ
れる。
【００２２】まず、電子輸送層兼発光層として、７００
オングストローム厚さのトリス（８－キノリノラト）ア
ルミニウムとルブラン（重量比で３０：１）を、ホール
輸送層として６００オングストローム厚さのトリフェニ
ルアミン（ＴＰＤ）を、それぞれ順次蒸着して形成す
る。蒸着源としては、Ｗボートに各材料を充填したもの
を用い、それぞれ、２１０～２４０℃に加熱して、蒸着
速度０．１～２オングストローム／ｓｅｃ，真空度１０
-4Ｐａで蒸着した。なお、これらの層は、適切な粘度を
有する上記材料を含む溶液をスピンコートすることによ
っても形成することができる。
【００２３】銅配線３２の間に樹脂３３を充填し平坦に
した上で、厚さ１３００オングストロームの有機ＥＬ層
３５を、これより薄い、厚さ７００オングストロームの
Ａｌ層３４上に形成したので、段差による有機ＥＬ層３
５の膜切れの発生はない。
【００２４】次に、図４の（ｅ）において、有機ＥＬ層
３５を全面に形成後、Ｌ＆Ｓパターン幅が例えば１０μ
ｍであるメタルマスク３６を装着した基板３１をスパッ
タリング装置に装着し、厚さ１０００オングストローム
のＩＴＯ膜３７を室温にて形成する。ＩＴＯ膜３７は、
陽極を構成する。
【００２５】次に、図４の（ｆ）において、ＩＴＯ膜３
７形成後、基板３１をスパッタリング装置より取出し、
メタルマスク３６を取り外す。
【００２６】次に、図４の（ｇ）において、直ちに、無
色透明絶縁防湿の樹脂（フッ素系樹脂例えば株式会社ア
サヒ化学研究所製のＣＴ－３０１Ｓ（商品名））をロー
ルコート法により、基板３１のＩＴＯ膜３７形成面上
に、２～１０μｍ塗布し、室温ならば１時間、８５℃ベ
ーク炉中なら約１５分の乾燥を行い、保護層３８を有す
る有機ＥＬ表示部４３（有機ＥＬ素子モジュール３０に
含まれる）を得る。なお、この樹脂は、可視領域におい
て約９０％の透過率を有し、ＩＴＯ膜に対する密着性も
極めて良好なものである。
【００２７】以上、プリント基板の基板上に、有機ＥＬ
表示部を形成した場合について説明したが、多層プリン
ト基板の、最上層に、上述の製造工程により、有機ＥＬ
表示部を形成してもよい。いずれにしても、有機ＥＬ層
の段差による破断の少ない、プリント基板と変わらぬ厚
さを有する、軽量な有機ＥＬ表示部（有機ＥＬ素子モジ
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ュール）を得ることができる。
【００２８】次に、有機ＥＬ表示部を含む有機ＥＬ表示
装置について詳しく説明する。図１は、本発明に係る有
機ＥＬ素子（有機ＥＬ表示部）の部分構成図であリ、
（ａ）は上面図を、（ｂ）は（ａ）中にＡ－Ａ’で示さ
れる部分の断面図である。図２は、本発明の有機ＥＬ表
示装置の一実施例を示す回路ブロック図である。図３
は、本発明の有機ＥＬ表示装置の一実施例を示す構成図
である。
【００２９】図２に示すように、有機ＥＬ表示装置１０
０は、有機ＥＬモジュール３０とマザーボード４０より
構成される。有機ＥＬモジュール３０は、プリント基板
である基板３１上に形成されたマトリクス方式のＥＬ表
示部４３（有機ＥＬパネル）及び同じ基板３１上に配置
されたＸアドレス選択回路４４、Ｙアドレス選択回路４
５、制御回路４７及びメモリ４８から構成される。
【００３０】マザーボード４０には、ＰＣインターフェ
ース４９が含まれる。次に、有機ＥＬ表示装置の配線に
ついて説明する。図１に示されるが、有機ＥＬ表示部４
３において、絶縁樹脂からなる基板３１の上面に、銅配
線（陰極）３２と、ＩＴＯ膜とつながる銅配線（陽極）
３９とが、所定のＬ＆Ｓパターンでそれぞれ形成されて
いる。銅配線（陽極）３９は、基板３１上に配置された
Ｙアドレス選択回路４５の出力端子にそれぞれ接続し、
銅配線（陰極）３２は、同様にＸアドレス選択回路４４
の出力端子にそれぞれ接続している。
【００３１】なお、例えばＹアドレス選択回路４５がマ
ザーボード４０に配置されている場合には、図１に示す
ように、銅配線（陽極）３９を、それぞれ所定の位置に
形成されたビアホール５１を通して、基板３１の下面に
形成されているパターン配線５２に電気的に接続して、
図３に示すハンダバンプを介して、Ｙアドレス選択回路
４５の出力端子にそれぞれ接続すればよい。
【００３２】図２に戻り、Ｘアドレス選択回路４４、Ｙ
アドレス選択回路４５、メモリ４８は、有機ＥＬ素子モ
ジュール３０（すなわち、基板３１に相当）上の制御回
路４７と配線接続されており、制御回路４７は、図示し
ないビアホールを介して基板３１の下面に形成されたパ
ターン配線パターンに接続され、このパターン配線は、
ハンダバンプ４６を通して、マザーボード４０に配置さ
れているＰＣインターフェース４９に接続されている。
【００３３】有機ＥＬ素子モジュール３０は、ハンダバ
ンプ４６によりマザーボード４０に機械的に固定される
と同時に所定の電気的接続も同時に取っており、従来の
ように、コネクタにより電気的接続を、固定金具により*

6
*機械的固定を行う必要がなく、小型軽量な有機ＥＬ表示
装置を得ることができる。
【００３４】以上、有機ＥＬ素子モジュール３０にＥＬ
表示部４３、制御回路４７などを配置した場合について
説明したが、もちろん、有機ＥＬ素子モジュール３０に
単にＥＬ表示部４３を形成し、その銅配線３２、３９を
ビアホール５１、パターン配線５２、ハンダバンプ４６
を介して、マザーボード４０に配置した制御回路４７な
どに接続する構成としてもよいことは言うまでもない。
【００３５】
【発明の効果】以上詳述したように、請求項１及び２記
載の発明によれば、樹脂基板と、この樹脂基板上に前記
第１の電極層と、前記有機ＥＬ層と、透明な前記第２の
電極層と、透明な樹脂層とを順次積層して形成した有機
ＥＬ表示部を有するので、良好な特性を有する小型軽量
で、安価な有機ＥＬ表示装置を提供することができると
いう効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る有機ＥＬ素子（有機ＥＬ表示部）
の部分構成図であリ、（ａ）は上面図を、（ｂ）は
（ａ）中にＡ－Ａ’で示される部分の断面図である。
【図２】本発明の有機ＥＬ表示装置の一実施例を示す回
路ブロック図である。
【図３】本発明の有機ＥＬ表示装置の一実施例を示す構
成図である。
【図４】本発明に係る有機ＥＬ素子（有機ＥＬ表示部）
を製造するための工程図である。
【図５】従来例の有機ＥＬ表示部の構成図である。
【図６】従来例のマトリクス方式有機ＥＬ表示部の構成
図である。
【図７】従来例の有機ＥＬ表示装置を示す構成図であ
る。
【符号の説明】
３０…有機ＥＬ素子モジュール
３１…樹脂基板
３２…銅配線（陰極）
３３…樹脂
３４…Ａｌ層
３５…有機ＥＬ層
３６…メタルマスク
３７…ＩＴＯ膜
３８…保護膜
３９…銅配線（陽極）
４３…有機ＥＬ表示部
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